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令和５年度 第１回 地域包括ケア推進会議
令和５年８月１日(火) 18:50～

次 第
１ 開 会
２ 委嘱状交付
３ 事務局紹介
４ 副会長選出
５ 会長・副会長あいさつ
６ 議 事
⑴ 地域包括ケアシステムの構築に向けた各地区の取組みについて
⑵ (医療と介護連携促進部会)在宅医療・多職種連携について
⑶ (高齢者生活安全部会)認知症サポーターの活用について
⑷ (健康と生きがいづくり部会)いわき地域リハビリテーション広域支援センター等の連携
について
⑸ 情報共有
⑹ その他

５ 閉 会



令和５年度 第１回 地域包括ケア推進会議

地域包括ケアシステム構築に向けた各地区の取組み
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令和５年度 第１回 地域包括ケア推進会議

平 地区中地域ケア会議の取り組み

１.地区の背景・抱える課題 ２.これまでの主な取り組み ３.今後の取り組み・目指す姿

【地区の背景】
浜通り地方最大の商業地区を形成し
ている地区であり、いわき駅近郊では
居住用マンションも点在している。
【抱える課題】

〇 都市部から中山間地域まで地域
性が多様なため、地域が抱える問題も
多岐に渡り、単純に集約できない面は
あるが、「地域コミュニティの希薄化へ
の対応」「既存の団体・活動（自治会、
老人クラブ等）の活性化」「世代間交流
の必要性」など、
地域住民の結びつきが低下傾向。

〇 高齢化の進む地域において、バス
路線の廃止や減便、心身機能の低下
に伴う自動車運転免許証の返納によ
り、移動手段が絶たれ外出に困ってい
る高齢者の実態が見られる。

住み慣れた地域での生活を続けてい
くため、移動手段の仕組み作りが必要
である。

・ 高齢者等の移動手段に関するアン
ケート調査の実施

⇒ 日ごろの外出先や目的地までの
移動手段、外出に関する困りごと等の
意見を集約し、平地区における実態と
課題を把握

・ 講演会の開催（島田眼科医院）

⇒ 「街づくりのための通院補助車輛
その後」をテーマに地域課題解決の具
体的な取り組み事例を報告

【目指す姿】
平地区に住んでいる高齢者が買い物
等をはじめとする移動支援サービスを身
近に利用できるような仕組みづくりを、民
間で取り組んでいる既存資源を有効活
用して構築することで、地域包括ケアシ
ステムにおける「生活支援」の充実化を
図り、もって高齢者が尊厳を保ちながら
住み慣れた地域において安心・安全な生
活ができる環境を整えることを目指した
い。

【今後の取り組み】
・ 令和４年度に引き続き、「移動支援に
おける仕組み作り」について検討。

⇒ 「とくしまる」「電話宅配」など、現状の
取り組みを情報共有する。

⇒ 市高齢者保健福祉計画に位置付け
する「地域別計画」の合意形成を図る。

⇒ 同計画に基づきモデル地区を選定し、
地区に密着したアンケートを実施。
※ モデル地区候補案
中央台地区、赤井地区、豊間地区

そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
は
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令和５年度 第１回 地域包括ケア推進会議

★令和４年度第１回会議の様子
★令和４年度第３回会議の様子

島田眼科医院島
田院長による講
演を行いました。

この会議で、検討テーマを「移動支援における仕組み作り」
に決定しました。

★令和４年度第２回会議（書面開催）

高齢者等の移動手段に関するアンケート調査結果（質問20問、
回答数者120件）等について委員からの意見を集約しました。
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令和５年度 第１回 地域包括ケア推進会議

小名浜地区中地域ケア会議の取り組み

１.地区の背景・抱える課題 ２.これまでの主な取り組み ３.今後の取り組み・目指す姿

①コロナの影響で「つどいの
場」の数が減少。また、地域
住民同士の交流減少、高齢
者や障がい者のフレイルを加
速させている状況にある。

②高齢となり車を手放してし
まうと、買い物等での交通手
段が絶たれてしまう状況にあ
る。

①高齢者及び障がい者並びに
東日本大震災による避難者を
含めた地域住民同士の交流及
び相談と早期発見の窓口を兼
ねたみなまるカフェの実施。

②買い物支援（買い物お手伝
い号）の実施。

③小名浜地区の各団体による
出前講座（学び舎-おなはま-）
の実施。

①地域住民との「つどい」の場
の深化

⇒高齢者・障がい者・東日本大
震災被災者などの垣根をこえ、
誰もが生活（健康や介護など）
について気軽に相談でき、交流
の場として利用できる地域拠点
の創設。

また、みんなが「つどう」から「活
躍できる」居場所づくり。

②買い物支援の継続実施

⇒地域で自主的に継続できる
よう、第三層協議体住民支え合
い事業への移行。

そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
は
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みなまるカフェについて
第２回みなまるカフェの様子
（令和５年３月16日開催）
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第２回みなまるカフェ参加者数：120人

参加者からの感想（一部抜粋）
・楽しいです！これからも続けてくださると嬉しいです。

・いろいろな事が出来て楽しかった。

・授産品のパンを初めて食べました。おいしくて安く、
すぐに売り切れてしまった。また買いたいです。
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勿来・田人地区中地域ケア会議の取り組み

１.地区の背景・抱える課題 ２.これまでの主な取り組み ３.今後の取り組み・目指す姿

新型コロナウィルス感染症
拡大から約３年間、行動制限
などが度々繰り返され、外出
自粛傾向が強まる中、「つど
いの場」や「住民支えあい活
動」などの地域活動への参加
に関し停滞・縮小傾向が見ら
れる。

地域全体で高齢者の活動
性が低下しているものと考え
られ、高齢者のフレイル（虚弱
化）の進行が強く懸念され状
況にある。そのため、高齢者
の地域活動の参加と活性化
を促すことで、フレイル予防に
取り組むことが特に重要と
なっている。

新型コロナウイルス感染症の
法的な位置づけが変更され活
動制限等が大幅に緩和された
ことを機に、「コロナフレイル」
からの脱却という意識の重要
性を地域の関係者間で共有す
るよう努めている。

既存の「つどいの場」や「住民
支えあい活動」等の高齢者の
地域活動について、「身体活
動」「栄養」「人とのつながり」と
いったフレイル予防の視点を意
識した活性化策を検討する。

また、地域における高齢者の
幅広い参加と活動が促進され、
効果的なフレイル予防につなが
るよう、新たな地域活動等のあ
り方についても検討していく。

そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
は
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植田町根小屋地区の小地域ケア会議の様子
（令和５年３月20日開催）

勿来地区の第２層協議体会議の様子
（令和4年11月15日開催）
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常磐・遠野地区中地域ケア会議の取り組み

１.地区の背景・抱える課題 ２.これまでの主な取り組み ３.今後の取り組み・目指す姿

①地域内のスーパーが閉店
したことに伴い、買い物に困
る高齢者が発生した。

②介護保険新規申請者が罹
患している疾病傾向から、高
血圧症、骨折・圧迫骨折、認
知症に罹患している者が多い
傾向にある。

③身寄りのない高齢者が入
院した場合に、亡くなった後の
支払いや、財産の処分等が
課題となっている。

①当該地域のニーズ調査を実
施するとともに、常磐・遠野地
区にある介護保険サービス事
業所等にアンケート調査を行い、
協力可能かどうかを聴取した。

②「常磐・遠野いきいき健康
塾」を開催し、介護予防の促進
や要介護度の重度化防止を
図っている。

③エンディングノートの普及・啓
発に努め、地域住民やケアマ
ネージャーに作成支援のため
の講話を実施している。

①今後、当該地域に対してどの
ような支援ができるのか、作業
部会を立ち上げて考えていく。

②「常磐・遠野いきいき健康塾」
の構成・内容をブラッシュアップ
させるため、作業部会を立ち上
げ、協議を進めながら実施する。

③今後も継続して普及・啓発に
努めるとともに、課題解決のた
め協議を進めていく。

そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
は
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9

常磐・遠野いきいき健康塾（第4期）の様子 令和4年度第1回会議の様子

地域の高齢者30名が参加し、介護予防の促進を図りました。
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内郷・好間・三和地区中地域ケア会議の取り組み

１.地区の背景・抱える課題 ２.これまでの主な取り組み ３.今後の取り組み・目指す姿

高齢化が進行し、一人暮らしの高
齢者や介護が必要な高齢者が増加
する中、中山間地域でも、福祉サー
ビスのニーズがあるものの、それぞ
れの対象者数が少なく、十分なサー
ビスの提供がなされていないことか
ら、必要に応じた福祉サービスの利
用ができる体制づくりが課題となっ
ている。
なお、平成29年度中地域ケア会議
において実施した中山間地域におけ
る「生活状況・生活の困りごとに関す
るアンケート調査」結果では、三和地
区での「介護予防」の取り組みの普
及、推進が優先課題となっているこ
とから、フレイル予防に向けた取り
組みを行うこととした。

第1回中地域ケア会議（R4.7/7)
・介護予防に関する取り組み状況報
告
・今後取り組む事項について検討

第2回中地域ケア会議(R5.2/16)
・フレイル予防プログラム、測定項目
について検討

第1回合戸フレイル予防チャレンジ
（R5.3/14）

・フレイル予防に関する講話
・骨密度、握力、足指等各測定の実施

第2回合戸フレイル予防チャレンジ
（R5.4/18）

・運動、栄養、口腔に関する講話、フ
レイル予防のメニュー紹介

全４回の開催を予定しているフレイ
ル予防チャレンジにて、専門職による
講話やホームワークの紹介等を通して、
フレイル予防に関する意識付けを行う
とともに、測定値の推移分析等を行い、
独自のフレイル予防のメニュー作成を
行う。

また、三和地区だけではなく、他地区
へも取り組みを広め、地域全体の活性
化を図るとともに、誰もが健康で安心し
て生活ができるまちづくりを目指す。

そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
は
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第１回合戸フレイル予防チャレンジ（令和５年３月１４日開催）

第２回合戸フレイル予防チャレンジ（令和５年４月１８日開催）

フレイル予防に関する説明 骨密度、足指、握力等各測定

栄養に関する講話 運動に関する講話 自宅でできる運動の紹介
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参加人数 20名

フレイル予防について説明後に、
各測定を実施しました。

足指測定等慣れない測定方法
も多く、苦労されていましたが、
フレイル予防について考えてい
ただく機会となりました。

参加人数 11名

運動、栄養、口腔に関する講話
を行い、1日の食事内容を記録す
る、活動の合間に軽い運動を取
り入れる等、普段の生活に取り
入れることができそうなメニュー
の紹介を行いました。
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四倉・久之浜大久地区中地域ケア会議の取り組み

１.地区の背景・抱える課題 ２.これまでの主な取り組み ３.今後の取り組み・目指す姿

そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
は

・リーダーが高齢化しており、
今後を担う人材の確保が必
要

・高齢者が多い一方で公共
交通機関が整っておらず、
地域内での移動手段が乏し
いためその対策を検討して
いくことが必要

・同居家族がいる世帯でも
日中独居となるケースも多
く、支援の必要性について
実態把握が難しい為、複数
の関係機関で情報を共有し
対応する必要がある。

・７期目となる「いわき医療
介護学校よつくら塾」の開
催

・「つどいの場」が新たに立
ち上げられた。

・認知症の人と家族の一体
的支援プログラムの取組み
として、ミーティングセンター
「寄るべ」を立ち上げ、毎月
交流会を開催している。

・よつくら塾の開催により、
地域の人材育成・活動支援
を図る。

・運動のみならず栄養、口
腔ケア、生きがいづくりなど
の正しい知識の普及を図る
ことで、地域住民の介護予
防への意識づけを行い健
康寿命を延伸する。

・配達や移動販売、飲食店
の出前や仕出し業者など
食に関する資源を発掘する。
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第１回よつくら塾の様子
（令和５年５月25日開催）

大久筒木原地区地域ケア会議の様子

（令和５年６月13日開催）

マップ作製(地域の情報共有と課題抽出）
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小川・川前地区中地域ケア会議の取り組み

１.地区の背景・抱える課題 ２.これまでの主な取り組み ３.今後の取り組み・目指す姿
【小川地区】
これまでのバス路線の廃止や
減便、免許返納等により、移動手
段がない高齢者等がみられる。
水害やコロナの影響により活動
が制限され閉じこもりがちになり、
コミュニティの維持が難しい状況
も見られた。また、元気な高齢者
が活躍できる場所が少ない。

【川前地区】
急速な人口減少と高齢化が進
行。地区内に病院、スーパーがな
く、移動手段もないため、通院や
買い物が困難な高齢者が多い。
介護保険や障害福祉サービスを
提供する事業所が少なく、希望す
るサービスが利用できないという
課題がある。

【小川地区】
⑴認知症に関する啓発
（認知症カフェの開催）
⑵元気シニアの活躍の場づく
り
⑶住民主体の活動支援と普及
啓発（「つどいの場」活動
支援等）
⑷多職種連携強化推進の取組
み

【川前地区】
⑴医療と介護サービスの充実
（周辺地域との連携強化）
⑵見守りと生活支援の充実
（既存サービスの利用促進と
新たな社会資源の創出活用）
⑶住民主体の活動支援と普及
啓発

【小川地区】
・小川寺子屋のプログラムや開催
のあり方を検討し、元気シニアの活
動の場づくりを推進

・引き続き「つどいの場」や「住民支
え合い活動」等の住民主体の活動
を支援し、地域共生社会の実現を
推進

・ウィズコロナの視点で事業や活動
を継続していくための実施方法やあ
り方の検討

【川前地区】
福祉の拠点となるNPO法人「小さ
な拠点おおか」を中心とした地域づ
くりにより、「買い物」「移動」の支援
が順次開始予定。関係機関との連
携を継続し、将来も安心して暮らし
続けることができる川前町の実現に
向けて取り組む。

そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
は
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「つどいの場」の様子

15

趣味活動（芸能） 参加人数10人 応急救命教室 参加人数8人
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(1)古民家台所の改修・整備
①台所床工事

（基礎補強含めた床の張り替え）
②電気・給排水設備工事
③家具家電の購入

(2)地域の「たまり場」を作る
開所時間には“誰かが居る”地域の「たまり場」に。
茶話会や交流イベント、認知症カフェなどを開催。
地域住民の健康増進やフレイル予防を推進する。

川前地区 小さな拠点おおか （令和５年度地域共生社会まちづくり事業補助金採択事業）

5/23「みんなであつまっ会」の様子

《つながる・あつまる・コミュカフェおおか》

地域資源を活用した料理等の提供を行うことを通じて、誰もが集
える地域の居場所づくりとコミュニティの活性化をはかるため、
コミュニティカフェの開設を行うため古民家(台所部分)の一部
改修を行うとともに、必要な設備等を整備する。

小さな拠点おおか(下桶売)
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各部会の取組み
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医療と介護連携促進部会
令和4年度「医療と介護連携促進部会」において、高齢者のライフサイクルを意識して、医療と介護が主
に共通する４つの場面（日常の療養支援、入退院支援、急変時の対応、看取り）における「医療と介護連
携の目指す姿・評価指標・課題」について協議した。

入退院支援 日常の療養支援 急変時の対応 看取り

医療と介護連携
の目指す姿

いわき医療圏退院調
整ルールを運用し、病
院とケアマネージャー
が在宅復帰に向け入
院当初から情報を共有
し、安心してご本人が
在宅（施設等）へ移行
できるよう支援する。

医療・介護に関わ
る多職種がお互い
の職種の役割を理
解し、ICT等効率的
効果的な手段等も
活用しながら連携を
図り、本人の意向と
状態に応じた医療・
介護支援を提供す
ることが出来る。
※災害時等の対応
（特に医療機器使用
者等）については、
本人・家族・多職種
間で共有し、本人の
安全確保を図る。

在宅療養中に体
調が急変することも
想定し、かかりつけ
医師・本人・家族・支
援にあたる多職種
等で連絡体制を共
有し、慌てずに適切
な方法で医療を受
けることができる。

人生の最終段階
における医療、療養
場所（病院・自宅・施
設）について、医療・
介護関係者が本人・
家族の意向を尊重
し、それが実現でき
るように支援する。

【令和4年度 決定項目】
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令和５年度医療と介護促進部会スケジュ―ル
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入退院支援 日常の療養支援 急変時の対応 看取り

第1回
（8月25日）

•評価指標、課題優先順位付け
•課題を生じさせている要因（真因）を分析

第2回
（R6.1月頃）

•効果的な対応策（事業等：医療・介護職
関係機関、行政等の役割）を協議
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在宅医療推進のための多職種研修会
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第1回 第2回

日 時 7月15日（土） 午後2時～4時 11月11日（土）午後2時～4時

開催方法 中央台公民館（集合）及びZOOMウェビナー併用

対象者 ①医療・介護関係団体所属会員➁関係団体に所属されていない医療・介護従事者

内 容 講義：「終末期の意思決定とACPの実際」
演習：【事例】肺の病気で療養されている
方

講義：「終末期の意思決定とACPの実際」
演習：【事例】がんで療養されている方

テーマ：「より良く生きる」を支援する人生会議

ACP（愛称人生会議）:人生の最終段階の治療・療養について、本人・家族と医療従
事者等が話合うこと。
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多死社会に向けた複合的な課題にどう向き合うか、一人ひとりが高齢期の過ごし方や終末
期の選択について【我が事】として向き合うイベントとして、9/16(土)いわきアリオスにて開催。

概 要

本人や家族、医療・ケアチームが一緒に話し合いを重ね、本人や家族の想い、希望を明らかにし
て最善のサポートをするために必要となるプロセスについて考える。

⑴ 映画「痛くない死に方」上映会・原作者トークショー ※要予約 ◆時間 13：00～17：00

⑵ 人生会議啓発「どせばいい？カード」体験会 ※要予約 協力：社会福祉法人中央福祉会(青森市)
◆時間 １0：00～１6：30 予約可能回10:00～ 11:30～ 15:00～ 各回８人

⑶ 認知症啓発パネル展示＆認知症カードゲーム ◆時間 1１:３0～16：30

⑷ わたしノートを書いてみよう ◆時間 10:00～17:00

⑸ おやこでハッピーワークショップ 協力：スイミーの会
◆時間 １0：3０～１6：45 ◆託児有り（２歳～小学２年生;10名）

内 容

いごくミーティング2023～ジンセイカイギ～ 9/16(土)開催決定！

【テーマ】アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）＝「人生会議」
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高齢者生活安全部会
「認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることが

できる社会」の実現を目指し、「認知症に対する正しい知識と理解の促進」「早期発見、早期対応ができる
システムの確立」「認知症の方や家族、介護者の支援」を基本とした取組みを推進するための協議を行う。

【第１回】６月15日開催
●認知症施策推進大綱を踏まえた今後の取組み
●新たな取り組みの進捗報告

・ミーティングセンター「よもの会」
・ものわすれ相談会

【第２回】９月21日開催
●認知症初期集中支援チームの活動状況について
●ものわすれ相談会について
●チームオレンジの取組みについて

【第３回】12月14日開催
●認知症初期集中支援チームの活動状況に
ついて
●認知症地域支援推進員について

・推進員の役割及び活動内容紹介

令和４年度（協議事項） 令和５年度（予定）

【第１回】7月19日開催
●令和４年度活動実績と今年度の取組みについて
●認知症サポーターの活動促進について

【第２回】12月頃
●認知症初期集中支援チームの活動状況について
●認知症サポーター活動促進事業の進捗について
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認知症サポーターの活動促進について
認知症の人ができる限り地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることができるよう、認
知症の人やその家族の支援ニーズと認知症サポーターを中心とした支援をつなぐ仕組み
「チームオレンジ」を構築し、認知症サポーターのさらなる活躍の場を整備する。

【現状】 サポーター養成状況 延べ27,209人（平成18年度～令和4年度）

●地域での具体的な活動をするための働きかけや機会の提供が十分でない。

【方針】

認知症サポーター養成講座を修了した方が復習も兼ねて学習する機会を設け、座学
だけでなくサポーター同士の討議・演習も含めた、より実際の活動につなげるための講
座（ステップアップ講座）を
平地区をモデルに開催する。
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認知症サポーターの活動促進について

24

認知症があっても自分らしく安心して暮らし続けていくために、地域のあらゆる障壁（バリア）を
減らしていく「認知症バリアフリー」のまちを、認知症の本人と共に創り、共に生きる社会を目指す。

買い物編 ＼本人の声からバリアを発見！／

ミーティングセンター
“よもの会”

認知症当事者や家族が集まり、

日々の想いや暮らしやすい地域のあり方
など語り合う場

≪本人の声≫

・商品を選ぶのが難しい
・会計に時間がかかり周囲の目が気になる
・新しい機械を覚えるのは難しい
・店内で迷ってしまう

＼認知症サポータの養成＋活動の促進／

ボランティアチーム結成
（チームオレンジ）

認知症の方や家族のお困りごと
のサポートや希望を実現するため
のパートナーボランティアを養成し、
ともに活動するチームをつくる

●ステップアップ講座（ボランティア
実践講座）の開催（ R5.8予定）
→  ボランティア希望者や協力機関
で
チームを結成

＼認知症になっても暮らしやすい生活環境づくり／

●お買い物サポーターの配置
住民ボランティア（認知症サポーター）が
買い物をお手伝い

●サロンの設置
イートインスペースを”サロン”として活用
交流・啓発・相談の場として機能

●その他、認知症の方にやさしい取組を展開
商品の配置や表示の工夫など

認知症の方が買い物しやすい
環境づくり（スローショッピング）

平地区をモデルに活動展開
●活動拠点：マルトSC城東店イートインスペース
●活動内容：買い物支援、サロン運営 など

→  活動を検証しながら、バリアフリーの取組を地域に普及していく
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（厚生労働省認知症施策・地域介護推進課資料より）

「チームオレンジ」とは
認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活面の支援として、市町村がコーディネーターを配置し、
地域において把握した認知症の方の悩みや家族の身近な生活支援ニーズ等を認知症サポーター
（認知症サポーター養成講座に加え、ステップアップ講座を受講した者）を中心とした支援者をつなぐ
仕組み
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健康と生きがいづくり部会

介護予防・日常生活支援総合事業に関するサー
ビスの充実化に向けた検討を行った。

第１回 ６月21日（火） オンライン開催
（協議事項）
●生活援助サービスについて

・利用者拡大に向けた手法について

●訪問型短期集中予防サービスについて
・複合型プログラムの実施について

（その他）
●「いわき市介護予防ケアマネジメント支援会議
におけるアドバイスまとめ集」の作成

（開催時期）
第１回 ９月頃 第２回 12月頃 第３回 ３月頃

（協議事項）
●介護予防ケアマネジメント支援会議について

・会議を通じて得た地域課題と対応策の検討

●通所型短期集中予防サービスの実施方法について

●地域リハビリテーション活動支援事業の実施状況に
ついて

健康寿命の延伸に向けた高齢者の介護予防事業への参加拡大策の検討、実効性のある事
業内容の検討及び住民主体の介護予防活動の推進により、機能回復訓練に偏らない、高齢者
の社会参加や生きがい・役割の創出による心身の健康増進を図る。

令和４年度（協議事項） 令和５年度（予定）
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各専門職団体の協力のもと、これまでの介護予防ケアマネジメント支援会議におけるアドバイス
内容や提供資料から、各項目におけるアセスメントのポイントや、より質の高いきめ細やかなサービ
ス提供に繋がる助言を取りまとめた助言集を令和５年２月に作成。

（掲載内容）
・運動機能
・口腔機能
・栄養
・難聴
・服薬
・介護予防ケアマネジメント
計142ページ

いわき市介護予防ケアマネジメント支援会議におけるアドバイスまとめ集の作成
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地域リハビリテーション活動支援事業
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第１回 第２回 第３回

日 時
5月19日（金）

15：00～16：30
5月25日（木）

15：00～16：30
6月7日（水）

15：00～16：30

開催方法 ZOOMウェビナー

対 象 者 居宅介護支援事業所、地域包括支援センター、通所介護事業所、通所リハビリテーション（デイケア）事業所

内 容

○身体状況のアセスメントの視点
と方法（理学療法士）
○ADL・目標設定について（作業
療法士）

○口腔に関するアセスメントについ
て（歯科衛生士）
○ 嚥下に関するアセスメントにつ
いて（言語聴覚士）

○ 栄養に関するアセスメントについ
て（管理栄養士）
○ 高齢者にありがちな服薬トラブ
ルの知識（薬剤師）

【基礎講座】
市内通所介護事業所等においては、専門職の確保が困難な状況であり、身体状況に加えて口腔、栄養に関す

る包括的なアセスメントや支援が十分にできない状況が見受けられる。
これにより、利用者の機能回復や維持に向けた効果的な支援ができず、自立支援・重度化防止の支障になって

いることから、介護職員等のアセスメント力の向上を目的に、専門職から「いわき市介護予防ケアマネジメント支
援会議におけるアドバイスまとめ集」を基に、アセスメントの視点や機能訓練などの知識に関する助言を以下の日
程で講座形式にて実施。
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【個別指導】
介護事業所と専門職のネットワークが弱いことや、小規模事業所が多く、介護職員が専門職

から技術的な知識を習得する機会や相談先が少ない状況にあることから、職種ごとに指導メ
ニューを用意し、専門職が直接事業所を訪問して現場で抱える悩みや個別具体のケースに
対し、助言を行うことによって介護事業所のスキルアップやネットワーク構築を図り、効果的な
支援の実現に繋げることを目的として実施。

派遣職種 指導メニュー

理学療法士

・ 事業所スタッフへ訓練プログラムの提案、アドバイス
・ 歩行動作を確認、補助具（杖・歩行器・装具等）の検討や介助方法の指導
・ 施設内環境整備に対するアドバイス
・ 集団体操内容確認、アドバイス
・ 個別機能訓練計画書やLIFE導入へのアドバイス 等

作業療法士

・ 認知症や高次脳機能障害の方に対するプログラムへのアドバイス
・ 生活行為の獲得に向けた考え方やプログラムへのアドバイス
・ 利用者に適した福祉用具や自助具の提案・アドバイス
・ 利用者の目標設定についてのアドバイス 等

言語聴覚士

・ 嚥下機能低下に関する相談事のアドバイス
・ 失語症や構音障害、加齢性難聴などコミュニケーションに関する相談事の

アドバイス
・ 口腔機能向上加算に関わる相談事のアドバイス 等

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

事業所が市へ申込

市から関係団体へ派遣調整依頼

専⾨職・事業所間で申込内容確認

派遣指導実施（計２回）

本事業の積極的な周知・活用につきまして、皆様のご協力いただきますよう、よろしくお願いします！！

○利用フロー ○派遣職種及び指導メニュー
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